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	1. GL10
世界的貧困と制度的加害:天然資源を事例にして
グローバル化と生活(globalizationandlife,ferris2023)
福原正人（nonxxxizm@icloud.com） 1/20
  


	2. 先週と今週の問い
先進国は世界的貧困に関連がないのか？
途上国の貧困 ⇄ 先進国の日常生活
(1)先進国は「社会構造」を通じて世界的貧困と関連がある
(2)先進国は「国際制度」を通じて世界的貧困と関連がある
☞加担しているなら？
仮に先進国が世界的貧困に関連があるなら、これを改善する理由は（これ
までの理由と比較して）より重いものとなる
復習：世界的貧困と先進国の加担
2/20
  


	3. 事例
先進国：シングル・マザーの困窮
途上国：スウェットショップ（搾取工場）の労働環境
☞上記の二つに共通する問題とは？
日常的に再生産される「社会構造」による抑圧（生きづらさ等）
→A.M.ヤング「構造的不正義」
・制度や政策に還元できない構造的な問題
・悪意なく抑圧的な構造に加担してしまう
・当事者も自分が抑圧されていることにきづかない場合も
cf.「適応的選好形成」
復習：構造的不正義と女性の労働環境(1)
3/20
  


	4. 定義
人間は置かれた環境に適応した選好を形成したりその傾向があること
含意(1)
寓話の狐のように、人間は、置かれた環境から満足感を得られるように
選好を形成するので、その環境が劣悪である場合は、一見として非合理
な選好を形成する
含意(2)
当事者が納得しているからといって、その社会や環境が放置されてもよ
いわけではない
専門用語：適応的選好形成(adaptivepreferenceformation)
*適応選択形成については、ヤン・エルスター『酸っぱい葡萄：合理性の転覆について』勁草書房を参照。この問題
を途上国で暮らす女性の社会的地位に関連して論じているものとして、マーサ・ヌスバウム『女性と人間開発：潜
在能力アプローチ』岩波書房を参照のこと。それによれば、途上国で暮らす女性は、男性と同等の権利を獲得する
「合理的な」選好でなく、経済的に豊かな男性の所有物として暮らす「愚かな」選好を形成する傾向にある。 4/20
  


	5. 事例
先進国：シングル・マザーの困窮
途上国：スウェットショップ（搾取工場）の労働環境
☞ではどういった責任があるのか？
責任の「帰責」モデル／「社会的つながり」モデル
・途上国の問題は自分たちの問題でもある
・日常的な経験から他者の生きづらさに「共感」できる
→市場や社会における関心や共感の範囲を広げる(個人→集団)
cf.NIKEの不買運動、環境問題への関心
復習：構造的不正義と女性の労働環境(2)
5/20
  


	6. 1.T.ポッゲの制度的加害論
2.国家承認と「資源の呪い」
3.グローバルな資源配当
世界的貧困と制度的加害:天然資源を事例にして
6/20
  


	7. Pogge,T.W.(2002).Worldpovertyand
humanrights(Cambridge,UK:Polity).
「なぜ遠くの貧しい人への義務があるのか
―世界的貧困と人権」(生活書院)
・毎年約1800万人が貧困関連の原因で亡く
っている。人間の死の3分の1に当たる。
・先進国で暮らす人々の生活は、本当にこ
の貧困死と関連がないと言えるのか。
T.ポッゲの制度的加害論(1)
1
1.少し翻訳が酷いので読みづらいが一応日本語でアクセスできる。 7/20
  


	8. 基本的な主張
現在の国際制度は、世界的貧困の原因になっている
先進国は「賠償」としてこの貧困を改善する責任がある
この賠償責任はリバタリアニズムでも納得できるもの
☞どんな国際制度？
e.g.先進国の保護主義的な政策（e.g.関税、国内産業への補助金）
e.g.国家承認とその特権
→先進国に有利な貿易条件であったり世界的貧困の直接的な原因となる
T.ポッゲの制度的加害論(2)
8/20
  


	9. 概念導入
積極的義務：正義が要求することを行う義務
e.g.苦しんでいる人を助ける義務、法をまもる義務、納税義務、兵役義務
消極的義務：禁止されていることを行わない義務
e.g.殺害しない義務、所有物を盗んだり、破壊しない義務
積極的義務は論争的である。例えばリバタリアニズムは社会保障のため
の納税義務を認めない。
消極的義務は論争的でない。どんな立場でも認める義務。しかもこの義
務を違反した場合は「賠償」責任が発生する 。
積極的義務・消極的義務の区別
2
2.この責任とは「帰責」による一般的な責任である。 9/20
  


	10. 先進国の賠償責任I：
C1他者への危害を控える消極的義務がある
C2先進国は、途上国に対して危害を加えている
C3先進国は、途上国に対して損害を賠償する責任がある
対面的な関係では、消極的義務違反は「賠償」責任が発生する
先進国の人々は、面と向かって途上国の人々に危害を加えていない
対面的な関係で言えることが、先進国の人々と途上国の人々のあいだで
も言えるのか？
先進国には賠償責任があるのか(1)
10/20
  


	11. 先進国の賠償責任II：
C1他者への危害を控える消極的義務がある
C2先進国は、国際制度を通じて途上国に対して危害を加えている
C3先進国の人々は、途上国の人々に対して損害を賠償する責任がある
先進国は、(1)国際制度を途上国に対して押しつけたり、(2)国際制度を
通じて利益を得ることで制度維持に貢献している
よって、先進国は、国際制度を通じて途上国に貧困を強いているという
意味で消極的義務を違反している
先進国には賠償責任があるのか(2)
11/20
  


	12. 先進国は、途上国の人々に不利であったり貧困を生み出す制度を押し付
けることで豊かな生活を享受している
(逆に言えば、先進国がそういうことをしなければ、世界的貧困の一部
は引き起らない)
→世界的貧困の一部と先進国の日常生活には「因果関係」がある
これをもって消極的義務違反が成立するならば、世界的貧困の改善は、
「援助」ではなく「賠償」というより重い問題になる
まとめ：世界的貧困と制度的加害
3
3.T.ポッゲの制度的加害は、一見として直観的な議論ではあるが（リバタリアニズムに関連して）理論的な問題があ
る。それは、どのような状態と比較して途上国は危害を加えられているのかという利益低減の基準線である。現在
の国際制度は全体としてそれがない状態よりも途上国に利益をもたらしていることから、ポッゲは、実際には平等
主義的な制度提案と比較して途上国は危害を加えられていると主張している。そうするとポッゲは、先進国（の富
裕層）は、なぜ現在の国際制度ではなくより平等主義的な制度を採択するのかを説明する必要がある。 12/20
  


	13. 国際法での国家の要件
(1)永続的な住民
(2)明確な領域（＝領土）
(3)政府による「実効支配」が及んでいること
☞「実効支配」は何が問題であるのか？
どのような政治が行われるのかは問わない
非民主的で、腐敗し、抑圧的な支配者であっても国家として認められる
国家承認と「資源の呪い」(1)
4
4.実効支配とは、軍隊を常駐させる等として一定の領域を実質的に支配することを指す。竹島のように複数の国家が
その領域の領有を主張している場合や、台湾のように第三国による国家承認が得られない場合に問題になる。 13/20
  


	14. 国家としての特権
(1)借り入れ特権
(2)資源特権(e.g.石油、天然ガス、レアメタル、ダイヤモンド)
☞とりわけ(2)・(3)は何が問題であるのか？
国家名義で獲得した外貨が貧困撲滅や経済成長に使われるとは限らない
私的に流用したり賄賂や武器購入などの地位強化に使われる
資源争奪をめぐる内戦の勃発により貧困の固定化
cf.資源の呪い:資源と豊かさの逆相関（シエラレオネ、ナイジェリア）
国家承認と「資源の呪い」(2)
5
5.Ross, Michael (2012)  The Oil Curse, Princeton: Princeton University Press. 14/20
 


	15. 事例:国の豊かさと平均寿命6
6.宇佐美誠(他)『正義論：ベーシックスからフロンティアまで』法律文化社から 15/20
  


	16. 事例:映画『ブラッド・ダイヤモンド』7
7.2006年公開のアメリカ合衆国の映画。アフリカ・シエラレオネの内戦（1991年 - 2002年）での、「ブラッド・ダ
イヤモンド（紛争の資金調達のため不法に取引される、いわゆる紛争ダイヤモンド）」を巡るサスペンス。  16/20
 


	17. 途上国 先進国
一般的な市民／支配者層 ⇄  多国籍企業・支配者層／一般的な市民
資源特権とその問題
資源争奪による内戦の誘因および結果としての貧困の固定化
制度的加害の成立
a.先進国は、問題がある支配者とのあいだで資源売買を行っている
b.先進国の一般消費者は、資源消費を通じて豊かな生活を享受している
→問題のある支配者に国家と認める制度を通じて貧困を作り出している
「資源の呪い」と先進国の加担
8
8.要するに貧困の背景には内戦があり先進国はこの内戦の誘因を作り出している。 17/20
 


	18. 基本的なアイデア
（不当に得た）資源の消費に課税
採掘国に原油１バレルに2%
→消費者１ガロンに数セント
☞T.ポッゲによれば、穏当だが効果的な制度設計は可能
(1)各国家が有する資源の採掘権などは否定しない
(2)低課税により現在の経済秩序に影響を与えない
→それにもかかわらず、現在先進国がODAなどを通じて途上国に対して拠
出する金額のおよそ80倍（年間3200億ドル）が集まる試算
グローバルな資源配当(globalresourcedividend)
18/20
  


	19. 問い
先進国は世界的貧困と関連がないのか？
途上国の貧困 ⇄ 先進国の日常生活
途上国の貧困は、先進国の社会問題を同じ構造的な問題がある
→因果関係はない（＝誰が悪いとは言えない）が無関心でいるべきでない
途上国の貧困は、先進国が押しつけた国際制度を原因としている
→因果関係ある（＝誰が悪いと言える）ので賠償という重い責任がある
まとめ：世界的貧困と先進国の加担
9
9.むろん、この責任の重さは因果関係から導かれることから、先進国内でも多国籍企業のCEOや支配者と一般的な
消費者のあいだには責任の重さが違う。  19/20
 


	20. GL11
国家承認と領土支配
グローバル化と生活(globalizationandlife,ferris2023)
福原正人（nonxxxizm@icloud.com） 20/20
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